


はじめに 

  
 
 高等教育のグロバール化による競争の激化、大学規模の急速の拡大による財政の緊迫の中

で、教育の質の改善及び大学経営の効率化は、大学が直面する課題となっている。その中で

もデータの収集・分析等を通じて、大学の意思決定に資する情報を提供し、経営を支援する

という IR 活動はますます注目されている。東京大学においても、佐藤愼一理事が主催する

IR 懇談会を実施、IR の果たす役割について検討がなされている。 

 大学総合教育研究センターは IR 機能を有する機関として設立された機関である。とりわ

け大学改革基礎調査部門は、国内外の高等教育の基礎研究、比較調査研究、ベンチマーキン

グを行い、蓄積された見識に基づいて、様々な活動を行っている。まず、学生の卒業時調査、

学生生活実態調査の集計、分析を通じて東京大学の学生の教育環境、大学の教育効果を明ら

かにし、各学部との情報共有を図り、教育の改善に寄与することを目指している。また、財

務運営、国際交流、学生支援、学術企画などの担当理事、部門に協力し、シンクタンクの役

割を務めている。 

いままでさまざまなシンポジュウムやワークショップを主催してきたが、冒頭で語った状

況を受けて、大学改革基礎調査部門は今後も大学の教育改善、運営などにかかわるホット・

トピックをテーマにして、ワークショップを定期的に行い、またその成果はワーキングペー

パーとして刊行することとしている。 

その一環として 2011 年 8 月 8 日に日中高等教育研究ワークショップ「大学における IR

の役割」を開催した。日本高等教育学会会長、国立大学財務・経営センター研究部長金子元

久教授、中国高等教育学会会長、華中科学技術大学教育研究院院長張応強教授、東京大学鈴

木敏之副理事、当センター小林雅之教授、劉文君特任研究員・特任講師が報告を行った。学

内の評価分析課、また学外の文部科学省、国立教育政策研究所、野村証券、私立高等教育研

究所、日本私学振興・共済事業団私学経営情報センター、同志社大学などの方々が参加し、

IR の必要性、役割およびそのあり方について活発な議論を行った。 

今回のワークショップのパワーポイントの資料をまとめ、ワーキングペーパーとしてまと

めた。より多くの関係者の目にふれ、参考になれば幸いである。また今回のワークショップ

に関するフィードバックとこれからのワークショップについてのご要望が数多く寄せられ

ることを心から期待している。 
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へ
の
ア
ピ
ー
ル

い
ず
れ

に
し
て
も
戦

略
が

必
要

全
学
の

教
育
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
見

直
し

部
局
レ
ベ
ル
で
の

改
革
と
の
連

携

意
識
改

革
の

た
め
の
広

報

説
得

す
る
た
め
に
は

、
意

味
の
あ
る
情
報

を
提

供
す
る
必
要

大
学
外

と
の

連
携

学
習
行

動
調

査
に
お
け
る
大

学
間
協

力
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

大
学
支

援
機

関
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携

 

  

22大
学

教
育

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

学
部
教

育
は
学
部
の

権
限
。

授
業
は

教
員
の
権

限

IR
は
大

学
に
帰
属

大
学

経
営

－
教

育
理

念
・
資

源
配
分

経
営

－
教

育
理

念
・
資

源
配
分

部
局

・
教

授
会

－
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

部
局

・
教

授
会

－
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
員

－
授

業
教

員
－

授
業

IR

IR
は

ど
う
実
質

的
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か

 
 

 
 

ご
意

見
･
ご

質
問

を
ど

う
ぞ

 



 

7

東
京

大
学

の
Ｉ

Ｒ
と

評
価

を
め

ぐ
る

課
題

東
京

大
学

の
Ｉ

Ｒ
と

評
価

を
め

ぐ
る

課
題

東
京
大
学
副
理

事
鈴
木

敏
之

 
 

 
 

3

１
．

眺
望

困
難

な
「

森
」

－
な
ぜ

「
Ｉ

Ｒ
」
か

【
東
京
大

学
の
行
動
シ
ナ
リ
オ
「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
２
０
１
５
」】

20
10

年
3月

発
表
。
20
15

年
ま
で
の

総
長

の
将
来
構
想
。

–
東
京
大
学
の

知
の
営
み
を
鬱
蒼
と
し
た
森
に
喩
え
た
。

–
鳥
な
ら
ぬ
人
が
森
の
全
体

像
を
眺

望
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
と

同
様
、
東
京
大
学
の
経

営
に
関
わ
る
者

に
と
っ
て
、
複

雑
な
大
規

模
組
織
の
現

状
を
鳥
瞰
す
る
こ
と
は

容
易
で
な
い
。

 

  

2

は
じ

め
に

•
東
京
大
学
の
将
来
構
想
に
お
け
る
ＩＲ

の
位
置
付
け

–
第
2期

中
期
計
画

「
経
営

支
援
機
能
（
ＩＲ

）
を
強
化
す
る
」

–
行
動
シ
ナ
リ
オ
「Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
２
０
１
５
」

「
経
営

支
援
機
能
（
ＩＲ

体
制
）
の
整

備
充
実
と
一

層
き
め
細
や
か

な
経
営
情
報
の
提

供
」

ＩＲ
と
評
価
の
在
り
方
と
は
密
接

な
関

係
。
相
互

に
充

実
を
図

る
べ
き
も

の
。

本
講
演
で
の
ＩＲ

の
語
義

デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析

・
管
理

等
を
通
じ
て
、
大
学
の
意

思
決
定

に
資
す
る
情

報
を
提
供
し
、
経
営
を
支

援
す
る
活
動

 
 

 
 

4

【
森
を
眺
望
す
る
必
要
性
】

•
教
育
・
研
究
の
成

果
、
社
会

へ
の

影
響
や
貢
献
に
関
す
る
情

報
の
公

表
や
説
明
を
求
め
る
潮
流
は

益
々
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

•
優
れ
た
研
究

者
や
学
生
を
国
内
外

か
ら
獲

得
し
て
い
く
上
で
、
学
術

の
卓
越
性
を
自
ら
証
明
し
て
い
く
努
力
を
惜

し
む
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。

本
学

に
お
い
て
、
客

観
的

な
デ
ー
タ
等

に
基

づ
い
て
、
教

育
の

成
果

・
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
改

善
に
生
か
す
体
制
が
十

分
に
備
わ
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
極
め
て
重
い
問
い
。

→
「
ＩＲ

」
の
強

化
が
喫
緊

の
課
題

１
．

眺
望

困
難

な
「

森
」

－
な
ぜ

「
Ｉ

Ｒ
」
か



 

8

5

２
．
評
価
へ
の
認
識
と
対
応
の
沿
革

•
ＩＲ

の
主
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
評

価
活
動
へ
の
支

援
は
、
事
実

上
、
従
来
か
ら
存
在

。

•
東
京

大
学
に
お
け
る
評
価
活
動
の
沿
革

–
19

91
年

「
東

京
大

学
に
お
け
る
自

己
点

検
の

あ
り
方
」
を
策

定
–

19
92

年
～
20

05
年

「
東

京
大

学
白

書
」
刊

行
（
４
回

）
–

20
07

年
「
東
京
大
学
国
際
化
白
書
」

–
20

11
年

「
東

京
大

学
に
お
け
る
自

己
点

検
・
評

価
の

指
針

」
を
策

定
（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）

•
国
に
よ
る
、
自
己
点
検
・評

価
の
義
務

化
（
19

99
年
）
、
認
証
評
価

制
度
の

導
入
（
20

04
年
）
、
国
立
大
学

の
法
人
化
（
20

04
年
）な

ど
の

制
度
改

革
が
進
行
。

•
趣

旨
は

、
大

学
経

営
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
取

り
入

れ
る
こ
と
。

•
実

際
は

、
大

学
の

自
主

的
な
改

善
の

サ
イ
ク
ル

と
乖

離
。

•
大

学
は

、
「
評

価
疲

れ
」
と
も
称

さ
れ

る
状

態
。

評
価

を
本

来
の

在
り
方
に
回

復
さ
せ

る
努

力
が

必
要

。

 
 

 
 

7

３
．
Ｉ
Ｒ
，
評
価
の
体
制
と
課
題

【
ＩＲ

，
評

価
の

学
内
体
制
を
考

え
る
上
で
基
調
と
し
た
こ
と
】

•
本
学
の
経
営
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

局
の

責
任
に
基
づ
く
分

権
的
な
体
制
。

•
「
行
動
シ
ナ
リ
オ
」
は
、
「『
強
い
個
人
』
と
『
強
い
部
局
』
と

『
強
い
本
部
』
と
い
う
ト
ラ
イ
ア
ッ
ド
構
造
」
に
よ
る
総
合

力
の

発
揮
を
志
向
。

 

  

6

（
参
考
）

•
20

11
年
3月

「
東
京
大

学
に
お
け
る
自
己
点
検
・
評
価
の
基
本
方
針
」

【
趣
旨

】
①

学
校

教
育

法
第
百

九
条

の
規

定
に
基

づ
く
大

学
の

教
育

及
び
研

究
、
組

織
及

び
運

営
並

び
に
施

設
及

び
設

備
の

状
況

に
つ
い
て
の

自
己

点
検

及
び
評

価
に

つ
い
て
、
東

京
大

学
に
お
け
る
基

本
的
な
考
え
方

を
示

す
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

②
大

学
全

体
及

び
各

教
育

研
究

部
局

及
び
附

属
図
書

館
の

組
織

単
位

で
の

自
己

点
検

・
評

価
の

実
施

に
当

た
っ
て
、
そ
の

大
綱

的
指

針
と
し
て
位
置

づ
け
る
。

【
自
己

点
検

・
評

価
の

目
的

】
①

大
学
が

掲
げ
る
理

念
や

目
標

に
照

ら
し
て
、
教

育
、
学

術
研

究
、
社
会

連
携

、
国
際

化
等

の
諸

活
動

の
現

状
や
課

題
、
今
後

の
対

応
の

在
り
方
を
把

握
・
確

認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

育
研

究
活

動
等

の
活
性

化
及

び
水

準
の

維
持

・
向
上

に
向

け
た
自
主

的
・
自

律
的

な
取

組
み

を
促

進
す
る
。
【
自

己
改
善

の
促

進
】

②
自

己
点

検
・
評

価
の

実
施

結
果

を
公

表
す
る
こ
と
を
通

じ
、
東

京
大

学
が

世
界

を
担

う
知
の

拠
点

と
し
て
果

た
し
て
い
る
役

割
を
明

ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対

す
る
学

外
か

ら
の

評
価

と
批
判

を
受

け
止

め
、
広

く
世

界
の

要
請

に
対

応
す
る
。
【
説

明
責

任
の

履
行

】
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○
本
部

の
役
割

–
個
人
や
部
局
の
単

位
で
行
わ
れ
る
自
己
点
検
・
評
価
、
各
種
の
デ
ー
タ
収
集
・
分

析
に

関
し
て
、
そ
の

全
体

的
な
枠

組
み

・
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

–
全
学
的
な
デ
ー
タ
の
集
約
と
評
価
・
分

析
の
役
割

–
個
人
や
部
局
の
具

体
的
な
活
動

の
支
援

○
本
部
の
組
織

体
制
（
最

近
の
取
り
組
み
）

①
「
評
価
支
援
室
」
に
ＩＲ

担
当
特
任
教
員
を
配
置

②
「
教
育
企
画
室
」
に
つ
い
て
、
企
画
調
整
を
任
務
と
し
て
明
確
化
し
、
体
制
を
強

化
③

「
大

学
総

合
教

育
研

究
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
調

査
活

動
の

機
能

強
化

に
向

け
た
見

直
し
を
検
討

④
事

務
組

織
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
円

滑
な
稼

働
の

た
め
、
評

価
と
企

画
の

業
務

を
一
体
化
し
た
経
営
支

援
部
を
新
設
（
現
在
、
総
合
企
画

部
と
し
て
統
合
）
、
そ
の
下

に
ＩＲ

の
推
進
を
担
う
評
価
・分

析
課
を
設
置

○
部
局
の
役
割

–
「
部

局
別

行
動

シ
ナ
リ
オ
」
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や

「
自

己
点

検
・
評

価
」
へ
の

対
応

–
「
教

員
評

価
」
な
ど
へ

の
対

応

３
．
Ｉ
Ｒ
，
評
価
の
体
制
と
課
題
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9

３
．
Ｉ
Ｒ
，
評
価
の
体
制
と
課
題

 
 

 
 

1
1

お
わ
り
に

•
ＩＲ

の
重
要
性

–
大
学

と
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
の
優

先
順

位
を
明

確
に
し
、
学
内
の

資
源

配
分
を
適
切
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。

（主
体
的
・能

動
的
な
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
客
観

的
な
デ
ー
タ
に
基

づ
く

議
論

が
欠
か
せ
な
い
。
）

•
ＩＲ

を
機

能
さ
せ

る
た
め
の

留
意

事
項

①
ＩＲ

の
役
割
・機

能
は
、
あ
く
ま
で
経

営
の
支

援
。

→
そ
れ
が

生
き
る
か
否
か
は
、
大
学
経

営
の

主
体
（学

長
・理

事
等
）が

、
ど
れ

だ
け
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
重
視

す
る
か
と
い
う
姿
勢
に
よ
る
。

②
ＩＲ

を
担

う
専
門
性

の
高

い
職
員

（Ｉ
Ｒ
er
）の

養
成
・確

保
や
組

織
づ
く
り
も

重
要

。
→
同

時
に
、
ＩＲ

が
十

全
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
広

く
一

般
の
職

員
が
調

査
リ
テ
ラ
シ
ー
、
企

画
力

を
身
に
つ
け
、
経
営
者
と
の
双
方
向
の

や
り
と

り
が
で
き
る
環

境
整

備
が
理
想

。

 

  

1
0

【
今
後

の
課

題
】

部
局
と
本
部
の
協
調
を
ど
う
確
保
し
、
総
合
力
の
発
揮

に
つ
な
げ
て
い
く
か

。

成
果
の
可
視
化
、
情
報
の
戦
略
的
な
発
信
の
充
実
に

資
す
る
ＩＲ

の
強
化
。

大
学
の
自
主
的
な
改
善
に
寄
与
す
る
評
価
活
動

の
実

施
。３
．
Ｉ
Ｒ
，
評
価
の
体
制
と
課
題

 
 

 
 

 



 

10

日
本

の
大

学
の

IR
ー

ア
メ

リ
カ

と
日

本
の

比
較

か
ら

ー

小
林

雅
之

東
京

大
学

大
学

総
合

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

1

 
 

 
 

IR
へ

の
注

目
の

背
景

大
学

の
質

保
証

認
証

評
価

制
度

や
国

立
大

学
法

人
評

価
制

度
が

創
設

さ
れ

、
従

来
の

大
学

に
よ

る
自

己
点

検
・評

価
に

対
し

て
、

第
三

者
評

価
が

実
施

大
学

評
価

に
は

、
本

来
大

学
自

身
に

よ
る

大
学

の
内

部
質

保
証

と
い

う
重

要
な

役
割

大
学

の
社

会
的

責
任

（ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
）と

情
報

公
開

戦
略

的
計

画
や

IR
（
イ

ン
ス

テ
ィ

チ
ュ

ー
シ

ョ
ナ

ル
・
リ

サ
ー

チ
）
が

、
近

年
注

目
を

集
め

る

3

 

  

発
表

内
容

IR
へ

の
注

目
と

IR
概

念
を

め
ぐ

る
混

乱

そ
の

要
因

ア
メ

リ
カ

の
状

況
＝

発
展

す
る

IR

IR
の

進
化

の
歴

史

IR
組

織
の

現
状

ア
メ

リ
カ

と
日

本

IR
と

学
生

調
査

IR
と

戦
略

的
計

画
と

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

日
本

の
大

学
の

IR
の

あ
り

方
と

課
題

2

 
 

 
 

In
st

it
ut

io
na

l 
R

e
se

ar
ch

(I
R

）
と

は
何

か
１

『I
D

E
—

現
代

の
高

等
教

育
』
誌

で
は

、
2
0
1
1
年

２
−

３
月

号
で

「
大

学
評

価
と

IR
」
を

特
集

し
て

い
る

。
こ

こ
で

い
く
つ

か
の

大
学

の
IR

の
ケ

ー
ス

が
紹

介
さ

れ
て

い
る

。

日
本

で
も

ア
メ

リ
カ

の
IR

の
紹

介
と

し
て

は
こ

の
ID

E
誌

や
山

田
編

(2
0
11

）
、

森
(2

0
11

)、
青

山
（
2
0
0
6
）、

柳
浦

(2
0
09

)、
林

(2
00

9
) 

、
ス

ウ
ィ

ン
グ

（2
0
0
5
）な

ど
、

多
く
の

論
文

が
出

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

論
文

で
も

様
々

な
IR

の
定

義
が

紹
介

さ
れ

て
お

り
，

各
執

筆
者

の
間

で
も

合
意

が
形

成
さ

れ
て

い
な

い
。

4
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In
st

it
ut

io
na

l 
R

e
se

ar
ch

(I
R

）
と

は
何

か
２

IR
は

多
義

的
な

概
念

で
あ

り
、

日
本

だ
け

で
は

な
く
、

ア
メ

リ
カ

で
も

必
ず

し
も

一
貫

し
た

厳
密

な
定

義
が

存
在

す
る

わ
け

で
は

な
い

。

ア
メ

リ
カ

の
大

学
に

お
け

る
実

際
の

IR
活

動
も

，
様

々
な

レ
ベ

ル

単
な

る
調

査
デ

ー
タ

の
収

集
報

告
か

ら
，

全
学

レ
ベ

ル
の

財
務

計
画

や
戦

略
的

計
画

（S
tr

at
e
gi

c 
P

la
n）

の
策

定
ま

で
，

大
学

に
よ

り
著

し
い

差
異

5

 
 

 
 

IR
概

念
の

発
展

（
２

）
ス

ウ
ィ

ン
ク
゙

(S
w

in
g)

の
定

義
は

、
上

記
の

情
報

収
集

に
さ

ら
に

外
部

へ
の

報
告

と
戦

略
的

計
画

の
策

定
を

加
え

て
い

る
。

「所
属

大
学

の
学

生
、

教
員

に
関

す
る

情
報

を
調

査
分

析
し

、
か

つ
年

次
計

画
や

戦
略

計
画

を
策

定
し

、
ア

ク
レ

テ
゙

ィ
テ

ー
シ

ョ
ン

や
連

邦
・
州

政
府

か
゙

求
め

る
報

告
書

を
作

成
す

る
。

」

(ス
ウ

ィ
ン

ク
゙

2
0
0
5:

21
-
3
0
)。

7

 

  

IR
概

念
の

発
展

（
１

）
M

u
ff

o
an

d 
M

cL
an

gh
lin

(1
98

7
)は

、
IR

の
初

期
の

テ
ク

ス
ト

の
一

つ
、

IR
の

定
義

「
機

関
の

計
画

策
定

、
政

策
決

定
、

意
思

決
定

を
支

援
す

る
よ

う
な

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
」

T
e
re

n
zi

n
i
(1

9
9
9
)は

、
IR

の
概

念
に

関
し

て
、

機
能

や
用

い
る

ツ
ー

ル
か

゙
多

く
の

変
化

を
し

て
、

定
義

か
゙

拡
大

し
て

い
る

こ
と

を
指

摘
し

、
F
in

ch
e
rの

組
織

的
情

報
力

(o
rg

an
iz

at
io

n
al

 i
n
te

lli
ge

n
c
e
）
と

い
う

概
念

を
適

用
し

、
次

の
重

要
な

、
し

か
し

異
な

る
3
つ

の
層

か
ら

な
る

組
織

的
情

報
力

を
あ

け
゙

、
IR

の
定

義
に

大
き

な
影

響
を

与
え

た
。

(1
) 

技
術

的
分

析
的

情
報

力
(t

e
c
h
n
ic

al
 a

na
ly

si
s 

in
te

lli
ge

n
c
e
)

(2
) 

問
題

に
関

す
る

情
報

力
(i
ss

u
e
s 

in
te

lli
ge

n
ce

)

(3
) 

文
脈

的
情

報
力

(c
o
n
te

xt
u
al

 i
n
te

lli
ge

nc
e
)

6

 
 

 
 

ＩＲ
組

織
の

あ
り

方
大

学
に

よ
っ

て
異

な
り

、
同

じ
で

あ
る

必
要

は
な

い

統
合

型
S
ta

n
fo

rd
 U

n
iv

e
rs

it
y

分
散

型
P

e
n
n
sy

lv
an

ia
 S

ta
te

 U
n
iv

e
rs

it
y

東
京

大
学

＝
完

全
に

分
散

型
の

ＩＲ
組

織

評
価

・
分

析
室

と
大

学
総

合
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
と

入
試

追
跡

室

各
学

部
の

ＩＲ
組

織
（必

ず
し

も
明

示
的

で
は

な
い

が
IR

の
機

能
を

果
た

し
て

い
る

）

大
学

総
合

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

は
東

大
型

IR
を

め
ざ

す
と

し
て

い
る

全
学

レ
ベ

ル
で

は
、

合
意

形
成

は
ま

だ
こ

れ
か

ら
（
IR

懇
談

会
を

20
0
9

年
に

設
置

）

8
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ＩＲ
組

織
の

４
タ

イ
プ

9

職
人

的
構

造

精
緻

な
浪

費

弾
力

的
組

織

専
門

職
的

官
僚

制

相
対

的
に

未
発

達
あ

る
い

は
分

権
的

相
対

的
に

発
達

あ
る

い
は

集
権

的

相
対

的
に

小
規

模 相
対

的
に

大
規

模

K
e
llo

gg
 C

C

O
b
e
rl
in

 
C

C

S
e
at

tl
e
 U

C
al

if
o
rn

ia
 

S
ta

te
 U

, 
N

o
rt

hr
id

ge
(出

典
)V

o
lk

w
e
in

 1
9
99

東
京

大
学

 
 

 
 

大
学

改
革

の
動

向
と

高
等

教
育

政
策

の
分

析

ア
メ

リ
カ

・イ
ギ

リ
ス

・中
国

な
ど

の
大

学
改

革
動

向
を

調
査

分
析

も
の

ぐ
ら

ふ
１

『
ア

メ
リ

カ
大

学
の

学
士

課
程

教
育

，
同

４
『
中

国
に

お
け

る
高

等
教

育
改

革
の

動
向

』
。

C
R

D
H

E
 W

o
rk

in
g 

P
ap

e
r 

N
o
. 
1
 R

e
po

rt
 o

f 
th

e
 I
n
te

rn
at

io
n
al

 
W

o
rk

sh
o
p 

on
 H

IG
H

E
R

 E
U

C
A

T
IO

N
 R

E
F
O

R
M

 I
N

 J
A

P
A

N
 A

N
D

 G
E
R

M
A

N
Y
: 

T
ra

n
sf

o
rm

at
io

n
 o

f 
S
ta

te
-
U

ni
ve

rs
it
y 

R
el

at
io

n
 (
2
00

4
)、

文
部

科
学

省
委

託
事

業
『
諸

外
国

に
お

け
る

奨
学

制
度

と
奨

学
金

の
社

会
的

効
果

に
関

す
る

調
査

研
究

』
同

『
高

等
教

育
段

階
に

お
け

る
学

生
の

経
済

的
支

援
の

在
り

方
に

関
す

る
調

査
研

究
』

さ
ら

に
，

こ
う

し
た

高
等

教
育

改
革

の
背

景
と

要
因

と
し

て
，

高
等

教
育

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
や

市
場

化
の

動
向

な
ど

の
分

析
。

C
E
R

D
H

E
 W

o
rk

in
g 

P
ap

e
r 

N
o
.3

 W
e
n
ju

n
L
iu

, 
S
ys

te
m

 D
iff

er
en

ti
at

io
n 

an
d 

F
un

di
ng

 S
hi

ft
s 

in
 C

hi
ne

se
 H

ig
he

r 
E
du

ca
ti
on

 
(2

00
9
),
 K

o
ba

ya
sh

i 
an

d
 L

iu
, 
K
e
y 

P
o
in

ts
 i
n
 t

h
e
 C

on
si

de
ra

ti
o
n 

o
f 

In
te

rn
at

io
n
al

 
C

o
o
pe

ra
ti
o
n
 i
n
 U

ni
ve

rs
it
ie

s 
(2

01
1
)な

ど
。

1
1

 

  

大
学

総
合

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

大
学

改
革

基
礎

調
査

部
門

T
o
da

i
S
tu

di
e
s 

o
f 

U
n
iv

e
rs

it
y 

In
no

va
ti
o
n
 (
T
S
U

I)

内
外

の
高

等
教

育
の

改
革

動
向

・高
等

教
育

政
策

の
分

析

大
学

評
価

・大
学

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

・大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
の

研
究

野
村

證
券

共
同

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「大
学

の
財

務
基

盤
の

強
化

」

学
生

調
査

国
内

外
の

高
等

教
育

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築

1
0

 
 

 
 

IR
に

関
す

る
調

査
・分

析
IR

と
密

接
に

関
連

す
る

活
動

と
し

て
は

，
ア

メ
リ

カ
・
イ

ギ
リ

ス
・
中

国
の

大
学

の
戦

略
的

計
画

と
IR

に
つ

い
て

，
現

地
調

査
を

含
め

，
継

続
的

に
動

向
を

調
査

し
て

き
て

い
る

。
東

京
大

学
−

野
村

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
大

学
経

営
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・

ペ
ー

パ
ー

（
以

下
D

P
と

略
記

）
0
5
『
ア

メ
リ

カ
の

大
学

の
財

務
戦

略
－

4
大

学
現

地
調

査
報

告
－

』
、

同
1
2
『
大

学
の

戦
略

的
計

画
（
１

）
』
）
、

同
1
5
『日

本
の

大
学

に
お

け
る

中
長

期
計

画
の

現
状

と
課

題
』
も

の
ぐ

ら
ふ

1
0
『
大

学
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
に

よ
る

大
学

評
価

の
実

証
的

研
究

』
な

ど
。

大
学

の
質

保
証

と
評

価
に

つ
い

て
、

も
の

ぐ
ら

ふ
２

『
個

別
大

学
情

報
の

内
容

・
形

態
に

関
す

る
国

際
比

較
』
や

同
３

『
日

英
大

学
の

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ

』

さ
ら

に
，

T
im

e
s 

H
ig

h
e
r 

E
du

ca
ti
o
n 

S
u
pp

le
m

e
n
tの

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
と

上
海

交
通

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
の

比
較

分
析

を
行

っ
た

、
も

の
ぐ

ら
ふ

７
『
市

場
型

と
制

度
型

大
学

評
価

の
国

際
比

較
』な

ど
。

1
2
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大
学

情
報

の
収

集
文

部
科

学
省

「学
校

基
本

調
査

」「
大

学
一

覧
」、

文
部

科
学

省
・日

本
学

生
支

援
機

構
「学

生
生

活
調

査
」な

ど
の

情
報

を
電

子
化

（も
の

ぐ
ら

ふ
２

『個
別

大
学

情
報

の
内

容
・形

態
に

関
す

る
国

際
比

較
』

同
５

『高
等

教
育

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
用

い
た

分
析

の
試

み
』
）

東
京

大
学

の
各

部
局

の
自

己
点

検
評

価
報

告
書

な
ど

の
収

集

東
京

大
学

『現
状

と
課

題
』２

と
３

を
編

集

国
内

の
大

学
の

自
己

点
検

評
価

報
告

書
な

ど
の

収
集

国
内

の
大

学
の

「学
生

調
査

報
告

書
」
の

収
集

1
3

 
 

 
 

東
大

ｰ
野

村
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
4つ

の
テ

ー
マ

a)
授

業
料

の
設

定
と

学
生

援
助

、
(b

)外
部

資
金

の
獲

得
と

活
用

、
(c

)基
金

の
活

用
、

(d
)施

設
管

理
と

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

1
5

日
本

の
大

学
に

お
け

る
中

長
期

計
画

の
現

状
と

課
題

1
4

国
立

大
学

法
人

等
に

お
け

る
財

務
戦

略

1
3

大
学

の
中

長
期

計
画

を
考

え
る

−
第

３
回

東
大

-
野

村
大

学
経

営
フ

ォ
ー

ラ
ム

講
演

録
−

1
2

大
学

の
戦

略
的

計
画

（
１

）
−

イ
ン

テ
グ

リ
テ

ィ
と

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
実

現
の

た
め

の
ツ

ー
ル

1
1

東
京

大
学

基
金

を
支

え
る

寄
付

者
の

方
々

に
聞

く
−

東
京

大
学

基
金

へ
の

寄
付

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
（
個

人
編

）
か

ら
−

1
0

東
京

大
学

基
金

を
支

え
る

寄
付

法
人

に
聞

く
−

東
京

大
学

基
金

へ
の

寄
付

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
（
法

人
編

）
か

ら
−

9
授

業
料

割
引

と
基

金
の

運
用

管
理

8
わ

が
国

大
学

の
財

務
基

盤
強

化
−

第
2
回

東
大

-
野

村
大

学
経

営
フ

ォ
ー

ラ
ム

講
演

録
−

7
中

国
の

ト
ッ

プ
大

学
に

お
け

る
寄

付
募

集
の

現
状

6
高

等
教

育
機

関
の

た
め

の
寄

付
募

集
入

門
−

ア
ー

ト
と

サ
イ

エ
ン

ス
−

5
ア

メ
リ

カ
の

大
学

の
財

務
戦

略
−

4
大

学
現

地
調

査
報

告
−

4
寄

付
募

集
を

通
じ

た
大

学
の

財
務

基
盤

の
強

化
−

東
大

-
野

村
大

学
経

営
フ

ォ
ー

ラ
ム

講
演

録
−

3
ア

メ
リ

カ
の

大
学

に
お

け
る

基
金

の
活

用

２
わ

が
国

の
大

学
の

寄
付

募
集

の
現

状
−

全
国

大
学

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
−

１
わ

が
国

の
大

学
の

財
務

基
盤

強
化

に
向

け
て

−
研

究
序

説
−

1
5

 

  

大
学

財
政

の
研

究
文

部
科

学
省

委
託

事
業

「
高

等
教

育
の

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
・
シ

ス
テ

ム
の

国
際

比
較

」
（
も

の
ぐ

ら
ふ

８
『
高

等
教

育
の

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
・
シ

ス
テ

ム
の

国
際

比
較

』
20

08
年

）

文
部

科
学

省
委

託
事

業
『
大

学
の

資
金

調
達

・
資

産
運

用
に

関
わ

る
学

内
ル

ー
ル

・
学

内
体

制
等

に
関

す
る

調
査

研
究

』

文
部

科
学

省
委

託
事

業
『
諸

外
国

に
お

け
る

学
生

の
経

済
的

支
援

』（
も

の
ぐ

ら
ふ

9
『
奨

学
金

の
社

会
・
経

済
効

果
に

関
す

る
実

証
研

究
』
、

M
as

ay
uk

i
K
o
ba

ya
sh

i 
(e

d
.)
W

o
rl
dw

id
e

P
e
rs

p
ec

ti
ve

s 
o
f 

S
tu

d
en

t 
F
in

an
c
ia

l 
A

ss
is

ta
nc

e
 P

o
lic

ie
s（

2
00

6）
、

小
林

編
『
教

育
機

会
均

等
へ

の
挑

戦
』
（
近

刊
））

東
京

大
学

＝
野

村
證

券
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

1
4

 
 

 
 

日
本

の
大

学
の

IR
組

織
に

関
す

る
調

査

近
年

わ
が

国
で

も
In

st
it
ut

io
n
al

 R
es

ea
rc

h 
(I
R

)の
重

要
性

が
大

学
関

係
者

の
間

で
認

識
さ

れ
は

じ
め

、
IR

オ
フ

ィ
ス

や
そ

れ
と

同
等

の
組

織
を

設
置

す
る

大
学

も
少

な
く
な

い
。

IR
に

関
す

る
同

志
社

大
学

調
査

（
江

原
2
0
11

）

回
答

校
数

1
3
6
校

、
回

収
率

18
％

IR
オ

フ
ィ

ス
あ

り
2
9
校

（2
1
％

）

組
織

名
称

企
画

4
8％

、
そ

の
他

2
9
％

、
評

価
1
3％

、
IR

10
％

、
混

合
６

％

1
6

 



 

14

IR
に

関
す

る
東

京
大

学
=
野

村
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
調

査
IR

実
施

の
有

無

1
7

（
出

所
）
東

大
・
野

村
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
中

長
期

計
画

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」
20

10
年

 
 

 
 

ＩＲ
と

戦
略

的
計

画
IR

は
戦

略
的

計
画

と
密

接
に

関
連

し
て

い
る

。

戦
略

的
計

画
に

つ
い

て
も

，
様

々
な

定
義

が
あ

る
が

，
最

も
簡

明
な

定
義

の
ひ

と
つ

は
，

「大
学

の
役

割
と

ミ
ッ

シ
ョ

ン
を

再
確

認
し

、
こ

れ
に

手
を

加
え

る
も

の
。

長
期

，
複

数
年

に
ま

た
が

る
全

体
的

，
総

合
的

な
も

の
」
（
ラ

ポ
フ

ス
キ

ー
）
で

あ
る

（
D

P
12

）
。

戦
略

的
計

画
は

，
全

学
的

レ
ベ

ル
の

も
の

も
，

部
局

レ
ベ

ル
の

も
の

も
あ

る
。

戦
略

的
計

画
の

詳
細

に
つ

い
て

は
，

東
京

大
学

−
野

村
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
・ペ

ー
パ

ー
1
2
を

参
照

さ
れ

た
い

。
な

お
，

N
e
w

 D
ir
e
c
ti
o
n
s 

fo
r 

In
st

it
ut

io
n
al

 R
e
se

ar
c
h
で

は
，

2
0
0
4年

に
戦

略
的

計
画

と
IR

の
特

集
を

組
ん

で
い

る
。

1
9

 

  

東
京

大
学

生
に

対
す

る
調

査

「学
生

生
活

実
態

調
査

」
2
0
1
1年

度
第

6
0回

「大
学

教
育

の
達

成
度

調
査

」
2
0
0
9年

度
よ

り

「全
国

大
学

生
調

査
」
（
学

術
創

成
科

研
金

子
元

久
代

表
）
大

学
経

営
・政

策
セ

ン
タ

ー
）

そ
の

他
、

各
部

局
等

の
調

査

卒
業

生
調

査
の

必
要

性

1
8

 
 

 
 

ＩＲ
の

あ
り

方

各
大

学
が

、
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

を
果

た
す

た
め

、
ＩＲ

と
し

て
デ

ー
タ

収
集

し
、

公
開

す
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築

IR
は

大
学

の
質

を
高

め
る

た
め

に
は

有
効

、
各

大
学

が
自

己
の

強
さ

と
弱

さ
、

共
通

と
差

異
を

認
識

し
、

情
報

を
共

有
し

、
戦

略
的

計
画

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

IR
を

生
か

す
道

大
学

の
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

中
で

も
、

教
育

の
比

較
は

最
も

難
し

い
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

近
年

比
較

可
能

な
大

規
模

な
学

生
調

査
が

ア
メ

リ
カ

な
ど

で
実

施
さ

れ
、

我
が

国
で

も
い

く
つ

か
の

調
査

が
な

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

こ
う

し
た

学
生

デ
ー

タ
は

、
ＩＲ

に
と

っ
て

、
き

わ
め

て
有

効
で

あ
り

、
こ

れ
ら

を
利

用
し

た
ＩＲ

を
進

め
る

こ
と

も
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

2
0
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IR
と

大
学

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

大
学

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

は
、

少
数

の
比

較
対

象
と

な
る

大
学

を
取

り
上

げ
て

，
指

標
を

作
成

し
て

定
量

的
あ

る
い

は
定

性
的

な
比

較
を

行
う

。
こ

れ
に

よ
っ

て
，

個
々

の
大

学
の

特
性

を
明

ら
か

に
し

，
個

別
大

学
の

改
革

の
基

礎
的

な
知

見
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

IR
の

中
で

も
重

要
な

手
法

で
あ

る

特
に

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

で
は

、
少

数
の

教
育

機
関

に
つ

い
て

、
比

較
す

る
た

め
、

指
標

が
適

切
で

は
な

い
場

合
、

あ
る

い
は

デ
ー

タ
や

測
定

に
問

題
が

あ
る

場
合

に
は

、
間

違
っ

た
結

論
に

導
か

れ
や

す
い

。

こ
の

た
め

、
ア

メ
リ

カ
で

は
、

先
に

紹
介

し
た

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
や

団
体

を
通

じ
て

、
相

互
に

デ
ー

タ
を

交
換

す
る

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
デ

ー
タ

を
正

確
化

2
1

 
 

 
 

参
考

文
献

東
京

大
学

・
大

学
総

合
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
『
大

学
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

実
証

的
研

究
』
も

の
ぐ

ら
ふ

1
0

2
0
1
1
年

（
ＩＲ

研
究

の
レ

ビ
ュ

ー
と

参
考

文
献

リ
ス

ト
が

あ
る

）
。

ID
E
大

学
協

会
編

『
ID

E
現

代
の

高
等

教
育

−
特

集
大

学
評

価
と

IR
』
N

o
. 
5
2
8

2
0
1
1
年

。

片
山

英
治

・
小

林
雅

之
・
劉

文
君

・
服

部
英

明
『
大

学
の

戦
略

的
計

画
−

イ
ン

テ
グ

リ
テ

ィ
と

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
実

現
の

た
め

の
ツ

ー
ル

−
』
東

京
大

学
大

学
総

合
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
2
0
0
9
年

。

山
田

礼
子

編
『
高

等
教

育
に

お
け

る
IR

(I
n
st

it
u
ti
o
n
al

R
e
se

ar
c
h)

の
役

割
』
日

本
私

立
大

学
協

会
附

置
私

学
高

等
教

育
研

究
所

2
0
1
1
年

。

N
ew

 D
ir
ec

ti
on

s 
fo

r 
In

st
it
ut

io
na

l R
es

ea
rc

h.

小
林

雅
之

「
IR

の
基

本
原

理
と

活
用

―
国

際
比

較
と

日
本

型
IR

」
日

本
私

立
大

学
協

会
・
私

学
高

等
教

育
研

究
所

研
究

会
講

演
、

2
0
1
1
年

7
月

劉
文

君
「
中

国
に

お
け

る
IR

 の
展

開
と

特
質

―
ア

メ
リ

カ
・
日

本
と

比
較

の
視

点
」
日

本
高

等
教

育
学

会
第

1
4
 回

大
会

発
表

、
2
0
1
1
年

5
月

2
3

 

  

IR
・
戦

略
的

計
画

・
学

生
調

査
・大

学
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
の

意
義

こ
う

し
た

大
学

の
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
に

関
し

て
は

，
英

米
の

大
学

で
は

盛
ん

に
実

施
さ

れ
て

い
る

の
に

対
し

て
，

わ
が

国
で

は
ほ

と
ん

ど
実

施
さ

れ
て

い
な

い
の

が
実

状
で

あ
る

。

こ
の

た
め

，
と

り
わ

け
法

人
化

後
の

国
立

大
学

と
ア

メ
リ

カ
の

州
立

大
学

や
イ

ギ
リ

ス
の

大
学

な
ど

と
の

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ

は
，

大
学

評
価

と
し

て
も

，
ま

た
個

別
大

学
の

改
革

に
も

重
要

な
意

義
を

持
つ

と
言

え
よ

う
。

IR
、

戦
略

的
計

画
、

学
生

調
査

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
が

有
機

的
に

関
連

づ
け

ら
れ

て
実

施
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

た
だ

し
、

こ
の

こ
と

は
同

じ
組

織
で

実
施

す
る

こ
と

を
意

味
し

な
い

。

大
学

総
合

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

の
IR

=
東

大
型

IR
を

め
ざ

す

2
2
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中
国

に
お

け
る
大
学

の
IR

―
現

状
・
課

題
と

展
望

張
応

強

y
qz

ha
n
g@

m
ai

l.
hu

st
.e

du
.c

n
中

国
華

中
科

技
大

学
教

育
科

学
院

教
授

20
11

年
8月

8
日

東
京

大
学

 
 

 
 

中
国

に
お

け
る

IR
展

開
の

2
段

階
：

•
「
IR

」
の

定
義

に
つ

い
て

の
議

論

•
中

国
的

な
IR

を
行

う

第
1
段

階
：
「
高

等
教

育
の

IR
」
の

定
義

を
中

心
に

IR
の

基
本

課
題

•
IR

の
特

性

•
IR

の
内

容

•
IR

の
方

法

•
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

整
備

•
研

究
の

進
み

方

 

  

一
中

国
に

お
け

る
IR

の
変

遷

中
国

に
お

い
て

2
0
世

紀
9
0
年

代
か

ら
IR

の
重

要
性

を
認

識
し

始
め

た

（
In

st
it
u
ti
o
n
al

 R
es

ea
rc

h
）

胡
振

敏
（
1
9
9
2
）
;J

o
h
n
 A

. 
M

u
ff
o
（
1
9
9
4
）
;程

星
、

周
川

（
1
9
9
5
）
ら

が
ア

メ

リ
カ

の
関

連
研

究
紹

介

1
9
9
3
年

5
月

潘
懋

元
教

授
が

ア
メ

リ
カ

に
お

け
る

高
等

教
育

IR
協

会
（
A

IR
）

第
3
3
回

年
次

大
会

に
参

加

中
国

に
お

け
る

IR
発

展
の

シ
ン

ボ
ル

：
2
0
0
0
年

3
月

華
中

科
技

大
学

IR
セ

ン
タ

ー
設

立

 
 

 
 

中
国

に
お

い
て

IR
を

発
展

さ
せ

る
た

め
、

以
下

の
課

題
も

研
究

し
た

：

•
IR

の
意

義
と

機
能

•
IR

と
高

等
教

育
研

究
の

関
係

、
特

に
大

学
組

織
管

理
研

究
と

の
関

係

•
研

究
機

構
の

位
置

付
け

と
責

務

•
IR

の
担

当
者

ア
メ

リ
カ

の
関

連
研

究
の

紹
介

•
ア

メ
リ
カ

に
お

け
る

IR
研

究
の

歴
史

・
現

状
・
研

究
方

法
・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

紹
介

•
ア

メ
リ
カ

IR
学

会
の

研
究

者
に

よ
る

紹
介

•
ア

メ
リ
カ

の
著

書
『
IR

の
新

方
向

』
の

翻
訳
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中
国

の
研

究
者

は
以

下
の

認
識

を
形

成
し

た

•
IR

の
目

的
は

大
学

の
管

理
水

準
を

高
め

、
大

学
管

理
の

改
善

を
促

進
す

る
こ

と
で

あ
る

•
IR

は
自

発
的

研
究

、
管

理
研

究
、

諮
問

研
究

、
応

用
研

究
で

あ
る

•
IR

の
特

徴
は

マ
ク

ロ
デ

ー
タ

に
よ

り
分

析
を

行
い

、
政

策
の

改
善

に
助

言
す

る
こ

と

で
あ

る

•
IR

の
基

本
機

能
は

大
学

及
び

関
連

機
関

の
デ

ー
タ

・
情

報
を

集
め

、
意

思
決

定
・

政
策

形
成

に
寄

与
し

、
ま

た
全

社
会

に
情

報
発

信
す

る
こ

と
で

あ
る

。
具

体
的

に
学

校
管

理
運

営
に

関
す

る
問

題
の

分
析

、
教

育
活

動
の

評
価

、
各

企
画

の
実

施
以

前

の
検

討
で

あ
る

•
IR

の
基

本
方

法
は

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

基
づ

き
、

定
量

分
析

や
質

的
分

析
、

政
策

分
析

及
び

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
で

あ
る

 
 

 
 

I
R
と

高
等

教
育

研
究

の
差

異

I
R

•
機

関
に
関

す
る
問

題
の

提
示

•
機

関

•
各

高
等
教

育
機
関

•
機

関
レ
ベ

ル
の
ミ

ク
ロ

研
究

•
定

量
分
析

•
報

告
書

•
機

関
に
属

す
る
人

員

•
具

体
な
機

関

高
等

教
育

研
究

•
理

論
の
設

立

•
理

論
を
中

心
に

•
共

同
生
存

理
論

•
機

関
レ
ベ

ル
の

ミ
ク
ロ

研
究

•
学

際
的
研

究

•
学

術
論
文

•
研

究
者

•
研

究
機
関

目
的

問
題

対
象

性
質

方
法

成
果

参
加

者

所
属

 

  

第
2
段

階
：
中

国
的

IR
を

行
う

•
1
、

「
中

国
的

」
の

IR
を

行
う

た
め

の
三

つ
の

基
本

課
題

•
IR

の
位

置
づ

け
を

明
確

に
し

、
IR

と
高

等
教

育
研

究
と

の
関

係
を

正
確

に
把

握
す

る

•
IR

を
行

う
必

要
性

に
対

す
る

疑
問

•
IR

は
高

等
教

育
研

究
分

野
の

一
部

で
あ

る
。

た
だ

し
、

IR
は

高
等

教
育

研
究

と
異

な
る

特
質

を
持

っ
て

い
る

 
 

 
 

中
国

に
お

け
る

IR
の

特
性

•
中

国
の

高
等

教
育

機
関

は
長

期
的

に
計

画
経

済
体

制
の

下
で

、
政

府
に

よ
る

高
度

集
権

の
管

理
モ

デ
ル

で
管

理
さ

れ
て

い
た

。
高

等
教

育
機

関
は

実
際

に
政

府
機

関
と

な
り

、
内

部
管

理
も

行
政

管
理

部
門

を
中

心
に

行
っ

て
い

る

•
ア

メ
リ

カ
の

IR
は

市
場

競
争

に
応

じ
て

行
っ

た
自

発
的

な
も

の
で

あ
り

、

高
等

教
育

機
関

の
管

理
に

欠
か

せ
な

い
一

環
と

な
っ

た
。

中
国

の
IR

は
外

部
か

ら
の

促
進

と
内

部
、

特
に

執
行

部
の

重
視

が
必

要
と

な
っ

て

い
る

。
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中
国

高
等

教
育

機
関

の
特

性
に

よ
っ

て
、

IR
の

中
国

の
特

性
が

規
定

さ

れ
て

い
る

•
中

国
高

等
教

育
機

関
の

内
部

管
理

部
門

は
、

研
究

、
諮

問
、

政
策

意

思
決

定
及

び
実

行
の

機
能

を
持

っ
て

い
る

。
IR

と
内

部
管

理
部

門
の

関
係

を
ど

う
調

整
す

る
の

か

•
IR

に
よ

っ
て

問
題

点
を

発
見

し
、

内
部

管
理

部
門

へ
の

マ
イ

ナ
ス

評
価

と
結

ぶ
と

誤
解

が
生

じ
や

す
い

•
IR

部
門

は
科

学
研

究
に

基
づ

く
諮

問
機

関
で

あ
る

。
行

政
機

能
が

与

え
ら

れ
な

い
限

り
、

IR
の

役
割

を
果

た
せ

な
い

。
他

方
、

行
政

機
能

を

有
す

れ
ば

、
IR

部
門

の
本

来
の

性
質

を
変

え
、

科
学

性
と

中
立

性
を

失
う

恐
れ

が
あ

る
。

 
 

 
 

•
2
、

中
国

に
お

け
る

IR
：

個
別

大
学

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
建

設

•
IR

は
高

等
教

育
機

関
の

自
発

的
な

研
究

活
動

で
あ

り
、

各
高

等
教

育

機
関

の
状

況
に

応
じ

て
解

決
策

を
提

案
す

る
た

め
、

各
機

関
の

特
性

を
も

つ
。

個
別

機
関

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
建

設
が

必
要

と
な

り
、

各
機

関

に
相

互
に

情
報

提
供

の
場

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
個

別
機

関
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が

教
育

活
動

や
管

理
人

材
養

成
の

重
要

な
資

源
で

あ
る

。

•
華

中
科

技
大

学
IR

セ
ン

タ
ー

は
『
中

国
IR

ケ
ー

ス
・
ス

タ
デ

ィ
』
シ

リ
ー

ズ

の
出

版
を

企
画

し
て

い
る

。
現

段
階

で
は

、
第

1
部

と
第

2
部

を
す

で
に

2
0
0
9
年

と
2
0
1
0
年

に
発

行
し

た
。

 

  

IR
の

領
域

を
適

切
な

拡
大

•
IR

は
他

の
高

等
教

育
機

関
を

事
例

研
究

に
す

る
可

能
性

。
機

関
の

共

通
問

題
を

研
究

の
可

能
性

―
―

研
究

領
域

の
拡

大

•
IR

は
自

大
学

を
研

究
す

る
と

同
時

に
、

他
の

高
等

教
育

機
関

、
さ

ら
に

国
際

的
に

比
較

研
究

を
行

う
必

要
が

あ
る

•
IR

は
、

機
関

の
共

通
問

題
に

関
す

る
研

究
が

必
要

で
あ

る

 
 

 
 

成
果

（
例

）
：

•
『
上

海
交

通
大

学
：
学

院
・
学

部
中

長
期

評
価

—
展

望
・
ミ

ッ
シ

ョ
ン

と
行

動
』

•
『
清

華
大

学
：
世

界
一

流
大

学
の

建
設

に
関

す
る

研
究

』

•
『
国

際
化

に
向

け
て

—
浙

江
大

学
ケ

ー
ス

・
ス

タ
デ

ィ
』

•
『
中

国
海

洋
大

学
教

員
発

展
の

組
織

モ
デ

ル
に

関
す

る
研

究
』

•
『
中

央
財

政
大

学
：
学

院
の

評
価

指
標

す
ス

テ
ム

に
関

す
る

研
究

』

•
『
中

原
工

学
院

：
内

部
質

保
証

シ
ス

テ
ム

の
構

築
』

•
『
临

沂
师

范
学

院
：
横

断
的

管
理

の
改

革
に

関
す

る
研

究
』
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3
、

IR
の

特
定

テ
ー

マ
の

研
究

•
特

定
テ

ー
マ

に
関

す
る

研
究

は
機

関
の

共
通

課
題

に
注

目
し

、
IR

の

対
象

を
具

体
化

し
、

研
究

機
関

の
協

力
体

制
を

整
え

る
。

•
2
0
0
7
年

に
中

国
の

IR
は

特
定

テ
ー

マ
に

つ
い

て
研

究
す

る
段

階
に

入

り
、

全
国

的
、

地
域

的
な

研
究

組
織

を
形

成
：
清

華
大

学
の

N
S
S
E
研

究
、

厦
門

大
学

の
大

学
新

入
生

研
究

、
華

中
科

技
大

学
の

大
学

文
化

素
質

教
育

研
究

、
北

京
大

学
の

北
京

地
域

に
お

い
て

学
生

の
勉

学

意
欲

に
関

す
る

研
究

等

•
今

後
特

定
テ

ー
マ

の
選

択
と

確
定

に
つ

い
て

各
大

学
が

協
力

す
る

と

同
時

に
、

テ
ー

マ
の

細
分

化
と

実
質

化
に

も
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

 
 

 
 

（
２

）
学

術
研

究
会

を
通

し
て

IR
を

推
進

す
る

•
2
0
0
3
年

1
0
月

に
第

一
回

目
の

全
国

機
関

研
究

学
術

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開

催
。

現
段

階
ま

で
に

学
術

フ
ァ

ー
ラ

ム
の

開
催

が
9
回

、
そ

の
う

ち
、

国

際
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
4
回

、
来

年
第

五
回

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

す
る

予
定

で
あ

る

•
研

究
会

を
通

し
て

IR
を

全
国

に
推

進

•
セ

ン
タ

ー
の

影
響

力
に

よ
っ

て
IR

を
推

進
す

る
。

本
大

学
の

研
究

セ
ン

タ
ー

は
「
湖

北
省

人
文

社
会

科
学

重
点

研
究

基
地

」
の

称
号

を
受

け

た
後

、
3
0
万

元
（
約

4
5
0
万

円
）
の

資
金

を
集

め
、

湖
北

省
の

高
等

教

育
機

関
を

向
け

に
IR

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

募
集

を
行

っ
た

 

  

二
、

華
中

科
学

技
術

大
学

に
お

け
る

IR

•
中

国
の

IR
の

先
駆

け
で

あ
る

：
IR

の
提

唱
者

と
推

進
者

、
華

中
科

学
技

術
大

学
の

IR
を

積
極

的
に

行
う

•
1
、

IR
の

提
唱

者
と

推
進

者

（
１

）
IR

セ
ン

タ
ー

を
設

立
す

る
の

が
全

国
初

2
0
0
0
年

に
IR

機
関

研
究

セ
ン

タ
ー

設
立

の
申

し
出

を
出

し
、

2
0
0
0
年

3

月
に

承
認

さ
れ

、
正

式
に

設
立

し
た

。
2
0
0
5
年

に
「
湖

北
省

人
文

社
会

科
学

重
点

研
究

基
地

」
の

称
号

が
授

与
さ

れ
た

。

 
 

 
 

（
３

）
IR

に
関

す
る

全
国

的
学

術
研

究
組

織
の

設
立

に
貢

献

•
2
0
0
3
年

1
0
月

に
全

国
第

一
回

IR
学

術
フ

ォ
ー

ラ
ム

で
準

備
事

業
を

始

動
し

た

•
2
0
0
7
年

に
華

中
科

技
大

学
が

主
導

の
下

で
設

立
し

た
全

国
的

な
学

術
組

織
―

中
国

高
等

教
育

学
会

IR
分

会
は

設
立

さ
れ

、
華

中
科

技
大

学
劉

献
君

教
授

が
理

事
長

に
選

ば
れ

た

（
４

）
IR

に
関

す
る

教
科

書
の

編
集

、
人

材
養

成
、

院
生

教
育

、
雑

誌
や

コ

ラ
ム

の
編

集
な

ど

•
IR

に
関

心
を

持
つ

研
究

者
の

養
成

•
『
高

等
教

育
研

究
』
な

ど
の

8
種

類
の

学
術

雑
誌

で
コ

ラ
ム

を
設

け
、

『
中

国
機

関
研

究
事

例
』
を

連
続

に
出

版
し

、
機

関
研

究
に

関
す

る
学

術
論

文
や

事
例

研
究

を
発

表
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（
５

）
大

学
管

理
の

諮
問

活
動

を
行

い
、

IR
の

成
果

を
広

げ
る

•
1
0
年

あ
ま

り
、

大
学

発
展

戦
略

の
研

究
に

従
事

し
た

研
究

者
ら

は
4
0

校
近

く
の

大
学

を
回

り
、

大
学

発
展

戦
略

の
策

定
に

参
加

し
、

大
学

管

理
に

従
事

す
る

幹
部

や
教

師
に

向
け

、
学

術
研

究
成

果
を

報
告

す
る

。

•
現

段
階

ま
で

に
合

計
全

国
3
0
0
校

あ
ま

り
の

大
学

を
回

り
、

諮
問

活
動

を
行

っ
た

。
大

学
の

発
展

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

、
大

学
の

幹
部

か

ら
高

い
評

価
を

受
け

た
。

 
 

 
 

（
２

）
大

学
の

各
部

門
の

研
究

課
題

を
担

当
す

る

•
IR

セ
ン

タ
ー

は
大

学
の

関
連

部
門

の
責

任
者

と
面

談
し

、
共

同
に

課

題
の

解
決

に
挑

む
。

例
：
2
0
0
6
年

7
月

、
科

研
部

か
ら

学
際

的
研

究
チ

ー
ム

立
ち

上
げ

に
関

す
る

課
題

を
出

し
た

。
こ

れ
に

応
じ

て
セ

ン
タ

ー
は

研
究

会
を

設
け

、

大
学

1
2
の

学
際

的
研

究
チ

ー
ム

を
対

象
に

調
査

を
行

い
、

研
究

結
果

と
政

策
提

言
を

報
告

書
に

ま
と

め
た

。

人
事

部
の

大
学

人
事

人
材

養
成

戦
略

の
課

題
に

応
じ

て
、

先
生

や

博
士

課
程

学
生

を
メ

ン
バ

ー
と

な
る

チ
ー

ム
を

組
ん

で
研

究
を

行
い

、

研
究

報
告

書
に

ま
と

め
た

。

 

  

•
2
、

華
中

科
学

技
術

大
学

を
対

象
と

な
る

研
究

活
動

主
に

以
下

の
三

つ
の

側
面

か
ら

活
動

を
行

っ
た

。

（
１

）
華

中
科

学
技

術
大

学
か

ら
指

定
さ

れ
た

研
究

課
題

を
遂

行
し

、
諮

問

機
関

の
役

割
を

果
た

す

•
『
《
華

中
科

学
技

術
大

学
継

続
的

に
9
8
5
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

す
る

規

格
(2

0
1
0
 -

2
0
2
0
 )

』

•
『
華

中
科

学
技

術
大

学
中

長
期

発
展

戦
略

企
画

( 
2
0
1
0
-
2
0
2
0
 年

)
』

•
『
華

中
科

学
技

術
大

学
学

科
発

展
現

状
に

関
す

る
研

究
』

•
『
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

の
中

の
華

中
科

学
技

術
大

学
』

•
『
華

中
科

学
技

術
大

学
と

M
IT

と
の

ベ
ン

チ
マ

ー
ク

』

 
 

 
 

（
３

）
IR

セ
ン

タ
ー

の
メ

ン
バ

ー
は

大
学

運
営

管
理

の
中

か
ら

問
題

を
発

見

し
、

研
究

活
動

を
行

う

•
華

中
科

学
技

術
大

学
の

発
展

状
況

に
つ

い
て

の
研

究

•
大

学
レ

ベ
ル

と
学

部
レ

ベ
ル

の
人

事
分

権
の

研
究

•
教

育
委

員
会

と
学

術
委

員
会

の
運

営
状

況
の

研
究

•
教

員
収

入
配

分
の

研
究

•
機

関
業

務
マ

ナ
ー

に
関

す
る

研
究

•
大

学
生

授
業

規
律

に
関

す
る

研
究

•
学

生
管

理
モ

デ
ル

の
研

究
等

•
新

聞
『
機

関
策

定
参

考
』
を

創
刊

し
、

国
内

外
大

学
改

革
の

新
動

向
を

収
集

し
、

行
政

担
当

者
の

管
理

運
営

の
参

考
を

提
供
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三
、

創
新

体
制

の
中

で
の

IR
の

新
た

な
局

面

中
国

に
お

け
る

IR
の

外
部

環
境

：

•
大

学
外

部
の

市
場

経
済

体
制

•
大

学
内

部
の

競
争

体
制

と
自

主
管

理
体

制
。

十
年

余
り

、
中

国
に

お
け

る
IR

は
大

き
な

成
果

を
収

め
た

、
同

時
に

、
環

境
が

著
し

く
変

化
し

て
い

る
た

め
、

中
国

の
IR

に
多

数
な

課
題

を
抱

え

て
い

る

 
 

 
 

•
内

部
管

理
体

制
の

改
革

の
問

題

内
部

行
政

部
門

の
権

力
が

大
き

く
、

政
策

の
決

定
権

や
資

源
分

配

権
を

握
り

、
客

観
的

に
内

部
管

理
の

問
題

点
に

対
応

せ
ず

に
権

力
を

行
使

す
る

こ
と

が
多

い
。

•
IR

の
一

貫
性

と
制

度
化

の
問

題

IR
部

門
は

学
校

管
理

体
制

の
中

に
定

着
す

べ
き

で
あ

る
に

も
か

か

わ
ら

ず
、

現
在

中
国

の
IR

部
門

は
臨

時
機

構
で

あ
り

、
制

度
保

障
が

足
り

な
い

臨
時

的
な

企
画

や
評

価
、

交
流

会
な

ど
が

あ
っ

た
時

だ
け

、
IR

が
重

視
さ

れ
る

 

  

中
国

に
お

け
る

IR
の

課
題

高
等

教
育

機
関

の
管

理
運

営
は

ま
だ

責
任

管
理

体
制

と
民

主
管

理
体

制
に

な
っ

て
い

な
い

•
現

段
階

で
は

、
中

国
大

学
の

内
部

管
理

は
民

主
化

の
水

準
が

高
く

な

い
だ

け
で

な
く

、
実

際
が

ノ
ー

リ
ス

ク
管

理
体

制
を

取
っ

て
い

る
。

•
責

任
体

制
が

整
っ

て
い

な
い

た
め

、
業

務
上

過
失

の
リ

ス
ク

が
低

い
、

或
い

は
ゼ

ロ
で

あ
る

•
個

人
決

断
、

経
験

に
よ

る
決

断
、

任
意

決
断

の
ケ

ー
ス

が
多

い

 
 

 
 

大
学

の
行

政
担

当
者

は
IR

の
機

能
を

十
分

認
識

し
て

い
な

い

一
部

の
人

は
経

験
的

に
業

務
を

行
い

、
IR

の
役

割
を

認
識

し
て

い
な

い

機
関

研
究

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
は

困
難

で
あ

る

現
段

階
で

は
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が

ま
だ

十
分

に
整

備
さ

れ
て

い
な

い
。

調
査

対
象

、
項

目
や

方
法

な
ど

統
一

せ
ず

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

統
括

す
る

機
関

が
存

在
し

て
い

な
い

こ
れ

ら
の

問
題

は
主

に
高

等
教

育
機

関
と

内
部

管
理

体
制

と
関

連
し

て
い

る

大
学

制
度

が
変

わ
れ

ば
、

こ
れ

ら
の

問
題

も
徐

々
に

解
決

で
き

る
し

、
IR

も
よ

り
大

き
な

役
割

を
果

た
せ

る
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•
『
国

家
中

長
期

教
育

改
革

と
発

展
計

画
要

綱
』
：
自

主
的

な
内

部
管

理
を

行
い

、
現

代

大
学

制
度

を
創

り
上

げ
、

内
部

管
理

体
制

を
構

築
、

「
現

代
大

学
制

度
の

試
行

」
を

今

後
十

年
内

教
育

領
域

十
大

改
革

の
一

つ
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

た

•
具

体
的

要
求

と
任

務
：

•
中

国
的

な
現

代
大

学
制

度
と

管
理

体
制

の
整

備

•
法

律
や

規
則

の
整

備

•
理

事
会

や
学

術
委

員
会

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
十

分
発

揮
す

る
体

制
の

形
成

•
共

産
党

指
導

の
下

で
の

校
長

責
任

制
の

実
施

•
党

書
紀

と
校

長
の

責
務

を
明

確
し

、
校

長
選

抜
任

用
制

度
を

完
備

中
国

の
IR

の
展

望

高
等

教
育

の
多

様
化

、
大

衆
化

、
市

場
化

、
国

際
化

が
進

ん
で

い
る

な
か

、
中

国

高
等

教
育

の
改

革
も

同
時

に
進

ま
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

 
 

 
 

 

  

•
市

場
原

理
に

従
っ

て
競

争
と

自
主

的
な

内
部

管
理

へ
の

移
行

•
内

部
管

理
と

政
策

決
断

の
科

学
性

、
及

び
民

主
性

が
大

学
発

展
に

関

す
る

問
題

で
あ

る

•
IR

は
外

部
の

促
進

か
ら

内
部

の
自

発
行

為
に

変
わ

る
必

要
性

が
あ

る

•
IR

は
必

要
だ

け
で

な
く

、
大

学
内

部
管

理
に

と
っ

て
欠

か
せ

な
い

こ
と

で
あ

る
。

•
IR

は
よ

い
将

来
性

を
持

つ
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ア
メ

リ
カ

・
日

本
と

比
較

の
視

点
か

ら
見

た
中

国
の

IR
ア

メ
リ

カ
・
日

本
と

比
較

の
視

点
か

ら
見

た
中

国
の

IR

劉
文

君
（
東

京
大

学
）

20
11

年
8月

8日

1

 
 

 
 

は
じ

め
に

ー
ＩＲ

と
は

「
知

己
知

彼
、

百
戦

不
殆

」

（
「
彼

を
知

り
己

を
知

れ
ば

百
戦

し
て

殆
う

か
ら

ず
」
）

ー
ー

孫
子

の
兵

法
（
謀

攻
篇

）

孫
子
の
兵
法
書

IR
（
In

st
itu

tio
na

l R
es

ea
rc

h）
：
中

国
で

「
院

校
研

究
」
、

「
機

関
研

究
」
と

訳
さ

れ

デ
ー

タ
収

集
、

デ
ー

タ
・
マ

イ
ニ

ン
グ

、
デ

ー
タ

分
析

大
学

の
意

思
決

定
・
組

織
運

営
の

合
理

化
大

学
の

意
思

決
定

・
組

織
運

営
の

合
理

化

（
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

対
応

、
教

育
の

質
保

証
）

ＩＲ
組

織
：
「
知

己
知

彼
」
の

た
め

の
作

業

 

  

内
容

構
成

は
じ

め
に

中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

中
国

の
IR

の
特

徴
と

課
題

ア
メ

リ
カ

・
日

本
と

の
比

較
イ

ン
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
 

 
 

内
容

構
成

は
じ

め
に

中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

中
国

の
IR

の
特

徴
と

課
題

ア
メ

リ
カ

・
日

本
と

の
比

較
イ

ン
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 



 

24

中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

ー
三

つ
の

波

第
一

の
波

：
19

80
年

代
初

め
に

、
「
文

革
」
後

の
大

学
の

再
建

、
高

等
教

育
研

究
所

（
研

究
室

）
、

教
育

発
展

企
画

室
が

設
置

（
19

80
年

代
半

ば
、

60
0の

高
等

教
育

研
究

機
構

）
、

比
較

研
究

を
重

視

第
二

の
波

：
19

90
年

代
、

高
等

教
育

の
自

主
権

（
自

治
権

）
の

拡
大

、
管

理
・
運

営
力

が
問

わ
れ

、
ア

メ
リ

カ
の

IR
組

織
及

び
そ

の
機

能
に

つ
い

て
大

量
に

紹
介

が
な

さ
れ

た

第
三

の
波

：
20

00
年

以
降

、
IR

の
本

格
的

な
展

開
、

20
00

年
3月

に
、

華
中

科
学

技
術

大
学

IR
研

究
セ

ン
タ

ー
・
IR

研
究

基
地

が
設

立
、

20
07

年
に

中
国

高
等

教
育

学
会

IR
研

究
分

会
を

設
立

し
、

20
10

年
現

在
約

20
0の

機
関

会
員

を
有

す
る

 
 

 
 

例
：

清
華
大
学
の
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
（
ピ
ア

校
比
較
）

19
96

20
06

M
IT

工
学

院
清

華
大

学
M

IT
工

学
院

清
華

大
学

総
経

費
（
10

億
ド

ル
）

1.
3

0.
53

2.
18

3.
7

研
究

経
費

（
10

億
ド

ル
）

0.
37

0.
35

0.
58

1.
48

専
任
教
職
員

（
人
）

89
6

2,
48

8
99

8
2,

85
7

教
職

員
の

ド
ク

タ
ー

学
位

を
有

す
る

割
合

10
0

15
10

0
62

.7

学
生

数
（
人

）
9,

96
0

16
,5

65
10

,2
53

31
.7

86

院
生

の
割

合
1.

2：
1

0.
4：

1
1.

48
：1

1.
3：

1

博
士

学
位

授
与

数
（
人

）
55

4
20

2
59

4(
20

05
年

）
82

1

SC
I論

文
数

3,
17

2
27

3
3,

55
4（

20
05

年
）

2,
91

5

論
文

被
引

用
数

4,
84

0
46

7
13

,2
31

4,
25

0（
20

05
年

）

7

 

  

中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

ー
主

な
活

動
（
１

）

全
国

大
学

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
の

構
築

：
華

中
科

学
技

術
大

学
、

上
海

交
通

大
学

、
ア

モ
イ

大
学

、
北

京
大

学
な

ど
）

大
規

模
学

生
調

査
：
清

華
大

学
、

北
京

大
学

、
ア

モ
イ

大
学

、
北

京
師

範
大

学
、

復
旦

大
学

な
ど

の
全

国
学

生
調

査
）

IR
の

担
当

者
（
デ

ー
タ

収
集

・
分

析
）
を

養
成

：
華

中
科

学
技

術
大

学
、

清
華

大
学

、
北

京
大

学

教
育

部
高

等
教

育
・
教

学
評

価
セ

ン
タ

ー

社
会

サ
ー

ビ
ス

：
華

中
科

学
技

術
大

学
、

清
華

大
学

の
地

方
大

学
の

発
展

戦
略

企
画

研
究

へ
の

協
力

、
大

学
の

管
理

・
運

営
に

対
す

る
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）
を

行
っ

て
い

る
。

2
0
0
3
年

か
ら

毎
年

全
国

IR
学

術
研

究
会

2
0
0
4
年

か
ら

隔
年

に
IR

研
究

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム

20
04

年
「
IR

研
究

と
現

代
大

学
管

理
」

20
06

年
「
高

等
教

育
機

関
に

お
け

る
リ

ー
ダ

ー
と

戦
略

」
20

08
年

「
IR

研
究

：
高

等
教

育
質

的
保

証
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」
20

10
年

「
グ

ロ
ー

バ
ル

化
時

代
の

高
等

教
育

機
関

の
人

的
資

源
管

理
と

科
学

技
術

発
展

」

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ

（
清

華
大

学
、

上
海

交
通

大
学

、
華

中
科

学
技

術
大

学
な

ど

大
学

ラ
ン

キ
ン

グ
（
上

海
交

通
大

学
、

武
漢

大
学

な
ど

）
 

 
 

 

例
：
清
華
大
学
の
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
（
ト
レ
ン
ド
比
較
）

総
経

費
の

ト
レ

ン
ド

（
億

元
）

論
文

数
の

ト
レ

ン
ド

8
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中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

ー
主

な
活

動
（
２

）

華
中

科
学

技
術

大
学

IR
セ

ン
タ

ー
、

IR
研

究
基

地
の

例

華
中

科
学

技
術

大
学

教
育

研
究

学
院

沿
革

：
1
9
8
0
年

高
等

教
育

研
究

室
→

1
9
8
5
年

高
等

教
育

研
究

所
→

2
0
0
0
年

教
育

科
学

研
究

学
院

組
織

：
高

等
教

育
研

究
所

、
IR

セ
ン

タ
ー

、
国

際
比

較
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
、

教
育

経
済

研
究

所
学

位
・
大

学
院

生
教

育
研

究
所

、
教

育
学

研
究

所
、

教
育

評
価

と
開

発
セ

ン
タ

ー
、

心
理

学
研

究
所

国
家

大
学

生
文

化
素

質
教

育
基

地
、

全
国

学
位

と
大

学
院

生
教

育
発

展
セ

ン
タ

ー
（
武

漢
研

究
基

地
）

IR
研

究
基

地
、

学
生

援
助

研
究

セ
ン

タ
ー

（
教

授
17

人
、

准
教

授
10

人
、

講
師

4人
）

IR
セ

ン
タ

ー
・

IR
研

究
基

地
の

目
標

中
国

に
お

け
る

大
学

の
管

理
と

発
展

に
関

す
る

研
究

、
人

材
養

成
、

情
報

資
料

の
収

集
、

対
外

交
流

中
国

に
お

け
る

IR
研

究
の

人
材

養
成

・訓
練

基
地

、
全

国
の

高
等

教
育

の
諮

問
基

地
教

育
部

の
高

等
教

育
改

革
政

策
の

策
定

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
。

主
な

出
版

物
報

告
書

：
『
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
：
華

中
科

学
技

術
大

学
と

M
IT

（
M

as
sa

c
h
u
se

tt
s 

In
st

it
u
te

 o
f 

T
ec

h
n
o
lo

gy
）の

教
育

・
運

営
の

比
較

（
1
9
9
8
－

2
0
0
8
）』

、
『華

中
科

学
技

術
大

学
と

浙
江

大
学

の
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
』
、

『
大

学
ラ

ン
キ

ン
グ

の
中

で
の

華
中

科
学

技
術

大
学

―
『
中

国
大

学
評

価
』
（
2
0
0
1
－

2
0
0
9年

）
の

研
究

分
析

に
基

づ
く
』
、

『
大

学
の

政
策

策
定

の
参

考
』
、

『キ
ャ

ン
パ

ス
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
の

満
足

度
調

査
』

著
書

・
翻

訳
書

（
2
00

3
－

2
0
1
0
年

、
約

3
0冊

）
：
『
IR

発
展

研
究

』
（2

0
0
3
）
、

『
IR

研
究

と
現

代
大

学
管

理
』
（
20

0
6
）
、

『
IR

研
究

と
現

代
大

学
管

理
講

演
論

文
集

』
（
2
0
0
6
）
、

『
IR

研
究

』（
2
0
0
8
年

）
、

『
高

等
教

育
機

関
の

戦
略

的
管

理
』
（
2
0
0
8
）、

『
中

国
IR

研
究

事
例

（
第

１
集

）
』
（
2
0
0
9
）
、

『
中

国
IR

研
究

事
例

（
第

2
集

）
』
（
2
0
1
0
）
、

『
中

国
大

学
教

員
制

度
に

関
す

る
研

究
』
（
2
0
0
9
）
、

『
大

学
の

管
理

と
評

価
』
（
20

0
9
）
な

ど
。

（
翻

訳
書

）
『
大

学
の

運
営

モ
デ

ル
―

―
大

学
組

織
と

指
導

者
』
（
2
0
0
3
）
、

『
大

学
の

戦
略

と
企

画
―

―
ア

メ
リ

カ
の

高
等

教
育

管
理

の
革

命
』
（
2
0
06

）
、

『
戦

略
か

ら
変

革
へ

―
―

大
学

の
戦

略
の

企
画

と
実

施
』
（
2
0
0
6
）
、

『
大

学
総

長
の

多
重

生
活

―
―

時
間

・
場

所
・
性

格
』
（
2
0
0
6）

な
ど

。

 
 

 
 

中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

ー
背

景
（
２

）

8
0
年

代
半

ば
か

ら
理

論
研

究
1
9
85

年
「
高

等
工

程
教

育
評

価
研

究
と

試
験

に
関

す
る

通
達

」

1
9
9
0
年

「
普

通
高

等
教

育
機

関
の

評
価

の
暫

定
的

規
定

」

9
0
年

代
半

ば
か

ら
評

価
の

試
み

1
9
94

年
：
適

格
評

価
1
9
9
6
年

：
優

良
評

価
1
9
9
9
年

：
抽

出
水

準
評

価

2
0
0
3
年

五
年

毎
の

評
価

制
度

の
導

入
、

2
0
0
9
年

第
２

ラ
ウ

ン
ド

の
評

価

2
0
0
4
年

教
育

部
高

等
教

育
教

学
評

価
セ

ン
タ

ー
設

立

「
高

職
・
高

専
人

材
養

成
事

業
水

準
評

価
方

案
（
試

行
）
」

「
普

通
高

等
学

校
本

科
教

学
事

業
水

準
評

価
方

案
（
試

行
）
」

「
高

等
教

育
機

関
情

報
公

開
法

令
」
（
20
10

年
）

（
教

育
部

令
第

29
号

）

政
府

（教
育

部
）主

導
の

大
学

評
価

と
情

報
公

開

 

  

中
国

に
お

け
る

IR
の

展
開

ー
背

景
（
1）

高
等

教
育

規
模

の
急

速
的

な
拡

大
、

高
等

教
育

質
の

低
下

、
大

卒
の

就
職

難

デ
ー

タ
出

所
：
麦

可
思

研
究

院
『
20

10
年

中
国

大
学

生
就

職
研

究
報

告
』
サ

ン
プ

ル
50

万
人

，
回

收
数

22
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大学における IR の役割 
 
 
 
 
 
 

 
 

2011 年 8 月 8 日（月）午後 14：00～17：50 

東京大学 大学総合教育研究センター（第 2 本部棟 3 階 308 室） 

14：00～14：10 
挨拶 吉見俊哉 

東京大学副学長・大学総合教育研究センター長 

14：10～15：10 

（通訳付き） 
中国における大学の IR―現状・課

題と展望 

張応強 

華中科学技術大学教育研究院教授 

中国高等教育学会会長 

15：10～15：40 
日本の大学の IR 小林雅之 

東京大学大学総合教育研究センター教授 

15：40～15：50 休憩  

15：50～16：20 
東京大学のＩＲと評価をめぐる課題 鈴木敏之 

東京大学副理事 

16：20～16：50 
アメリカ・日本と比較の視点から見

た中国の IR 

劉文君 

東京大学大学総合教育研究センター特任研究員・

特任講師 

16：50～17：20 
総括： 

IR―再考 

金子元久 

国立大学財務経営センター教授 

日本高等教育学会会長 

17：20～17：50 
質疑・討論  
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